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要旨

石狩湾の大陸棚における表層堆積物中の重鉱物組成を

明らかにし,開口性湾の堆積学的初生環境の資料を得る

目的で重鉱物分析を行った.

地域全般にわたり,表層堆積物には多量の重鉱物が含

まれている.これらのうち,特に多いのは紫蘇輝石であ

り,普通輝石,普通角閃石及び酸化角閃石がこれに次

ぎ,4種の合計は重鉱物全体の90%以上に達する.少数

鉱物として,ジルコン･電気石｡ざくろ石･緑れん石･

青緑色角閃石｡藍閃石｡かんらん石･ゆうれん石･チタ

ナイト｡クロム鉄鉱りレチノレ及び黒雲母などが観察され

る.

重鉱物組成からみた石狩湾表層堆積物の供給源は,背

後に控える膨大な火山岩物質が主体であり,これに僅か

であるが変成岩･酸性深成岩･塩基性岩を起源とする鉱

物が加わる.

1.はじめに

沿岸海域の開発に伴い,沿岸海底環境に対するその影

響の評価手法の確立カミ緊急課題となっている.この課題

*海洋地質部

を解決するためには,開発対象となる海底環境の実態把

握と,それに基づく事前予測とカミ必要である.海底環境

の実態把握の内容としては,ωどのような堆積物が,(2〕

何処に,t3〕どのように分布しているか,14〕それらはどこ

から供給され,(5〕どのような運搬機構･堆積速度で,161

何時頃堆積したか,そして,(7〕底生生物に対してどのよ

うな影響を与えているかなどを明らかにすることがあげ

られる.

調査対象とした石狩湾の堆積物に関しては･これまで･

粒度組成,砂粒組成及び有機物含有量について大嶋･横

田(1978b),大嶋ほか(1984)が,重金属元素含有量につい

て横田･大嶋(1979)が報告し,石狩湾内における海底環

境の実態把握が試みられてきた.本研究はその一環とし

て石狩湾堆積物の重鉱物種,組成,堆積物の起源などの

解明を目的としたものである.

本研究に使用した堆積物試料は,昭和58年度国立機関

公害防止等試験研究r開口性沿岸海域開発に伴う底質汚

染予測技術に関する研究｣で用船した第20海工丸(東海

サノレペｰジ120トン)で採取したものである.また,比

較検討試料とした石狩海浜堆積物は,北海道支所の村瀬

正技官および羽坂俊一技官から提供されたものである.

分析試料を提供下さった各位に感謝の意を表する.
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　　　βz4」．（穿60Z．3％7∂、」ψαπ，voL36（7），P。395－413。

Albs慮職c耽Thepurpose　ofthis　reportis＝（1）todescribe　theheavymineral　composition　ofmarine

se（1iments　in　Ishikari　Bay，（2）to　clarify　their　source，ancl（3）to　elucid＆te　processes　of　deposition

and　the　geological　histoW　of　post－Pleistocene　age・

　　　1。Hypersthene　is　the　most　abundant　heavy　mineral　in　the　sediments　of　Ishikari　Bay，

fbllowed　by翫ugite　and　brown　homblende．Minor　constituent　minerals＆re：oxyhomblende，

bluish－green　hornblende，glaucophane，01ivine，zircon，tourmaline，garnet，epidote，zoisite，

titanite，and　chromite。The　beach　sediments　ofIshikari　coast　have　heavy　mineral　composition

similar　to　that　of　the　bay　sediments．

　　　2．The　heavy　miner＆l　composition　suggests　that　the　bay　sediments　have　been　derived

mostly　fピom　intermediate　to　basic　rocks。The　main　source　area　for　the　sediments　is　considered

to　have　been　situated　in　the　Ishikari　lowland　where　intermediate　pumice　How　deposits　derived

食om　the　Shikotsu　caldera　are　widely　distributed、

　　　3．1もis　h＆rd　to　recognize　the　dif艶rence　in　heavy　mineral　composition　between　the

relict　and　recent　sediments　in　Ishikari　Bay。Therefbre，clastic　material　may　have　been　supplied

consistently　to　the　bay　fピom　the　Ishikari　lowland　throughout　the　deposition　of　the　relict　and

recent　sediments，though　the　sea－1evel　has　changed　since　the　lastglacial　age．

要　　旨

　石狩湾の大陸棚における表層堆積物中の重鉱物組成を

明らかにし，開口性湾の堆積学的初生環境の資料を得る

目的で重鉱物分析を行った．

　地域全般にわたり，表層堆積物には多量の重鉱物が含

まれている．これらのうち，特に多いのは紫蘇輝石であ

り，普通輝石，普通角閃石及び酸化角閃石がこれに次

ぎ，4種の合計は重鉱物全体の90％以上に達する．少数

鉱物として，ジルコン・電気石・ざくろ石・緑れん石・

青緑色角閃石・藍閃石・かんらん石・ゆうれん石・チタ

ナイト・クロム鉄鉱・ルチル及び黒雲母などが観察され

る．

　重鉱物組成からみた石狩湾表層堆積物の供給源は，背

後に控える膨大な火山岩物質が主体であり，これに僅か

であるが変成岩・酸性深成岩・塩基性岩を起源とする鉱

物が加わる．

1．はじめに

　沿岸海域の開発に伴い，沿岸海底環境に対するその影

響の評価手法の確立が緊急課題となっている．この課題
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を解決するためには，開発対象となる海底環境の実態把

握と，それに基づく事前予測とが必要である．海底環境

の実態把握の内容とし。ては，（11どのような堆積物が，（2）

何処に，（3〉どのように分布しているか，（4）それらはどこ

から供給され，（5）どのような運搬機構・堆積速度で，（6｝

何時頃堆積したか，そして，（7）底生生物に対してどのよ

うな影響を与えているかなどを明らかにすることがあげ

られる．

　調査対象とした石狩湾の堆積物に関しては・これまで・

粒度組成，砂粒組成及び有機物含有量について大嶋・横

田（1978b），大嶋ほか（1984）が，重金属元素含有量につい

て横田・大嶋（1979）が報告し，石狩湾内における海底環

境の実態把握が試みられてきた．本研究はその一環とし

て石狩湾堆積物の重鉱物種，組成，堆積物の起源などの

解明を目的としたものである．

　本研究に使用した堆積物試料は，昭和58年度国立機関

公害防止等試験研究r開口性沿岸海域開発に伴う底質汚

染予測技術に関する研究」で用船した第20海工丸（東海

サルベージ　120トン）で採取したものである．また，比

較検討試料とした石狩海浜堆積物は，北海道支所の村瀬

正技官および羽坂俊一技官から提供されたものである．

分析試料を提供下さった各位に感謝の意を表する．
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得られた重鉱物は偏光顕微鏡下で鉱物種を同定し,透

2.試料及ぴ処理方法

分析試料73個の採取地点を第1図ピ示す.但し,N0.

31地点は地域西側の域外であるため図示されていない.

海域試料は,いずれもスミス･マッキンタイア｡グラブ

によって採取されたもので,それらのうち,上部0-5c㎜

間をよく混合した試料を用いた.陸域試料は,N0･8-5-

8A及びNo･8-5-1地点の石狩川河口と河床付近で採取

したもの以外は,すべて汀線付近から採取されている.

分析は次の手順によった.

試料→乾燥→節分け(60メッシュ)→塩酸処理(20

%液で煮沸)→水洗｡水簸(泥分除去)→乾燥→秤量→

重液(テトラブロムエタン比重2.95)分離→秤量→

磁性鉱物選別→秤量→リゴラックによる封入→標本

分離した重鉱物量から分析試料(細一極細粒砂)中にお

ける重鉱物量比を算出した.また,重鉱物種のうち,磁

性鉱物については重液分離後に磁選し,重鉱物全体に対

する比率を算出した.

明鉱物200-300個につき各鉱物種の百分率を求めた.そ

の結果を第1表に示す.

3.重鉱物

3.1璽鉱物種

同定された透明重鉱物の種類はヨ紫蘇輝石･普通輝石

｡普通角閃石･青緑色角閃石･酸化角閃石･藍閃石｡か

んらん石｡ジノレコン･電気石｡ざくろ石･緑れん石･ゆ

うれん石｡チタナイトりレチノいクロム鉄鉱及び黒雲母

である.

紫蘇輝石:大型のものは角のとれた長柱状が多く,完

全な自形は殆んどみられない(図版I-1,皿一4,皿一2).

鏡下における最大のものはO.59×O.18mmであった.

小型のものは短柱状(図版I-3)もしくは破片(図版ト

6,皿一5)である.しばしば不透明の包有物を有し,鋸

歯状のものが普通に認められるほか,火山ガラスの付着

しているものが多く見出される1
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2・試料及ぴ処理方法

　分析試料73個の採取地点を第1図に示す．但し，No．

31地点は地域西側の域外であるため図示されていない．

海域試料は，いずれもスミス・マツキンタイア・グラブ

によって採取されたもので，それらのうち・上部0－5cm

間をよく混合した試料を用いた．陸域試料は，No．8－5－

8A及びNo．8－5－1地点の石狩川河口と河床付近で採取

したもの以外は，すべて汀線付近から採取されている．

　分析は次の手順によった．

　試料→乾燥→飾分け（60メッシュ）→塩酸処理（20

　％液で煮沸）→水洗・水簸（泥分除去）→乾燥→秤量→

　重液（テトラブロムエタン比重2・95）分離→秤量→

　磁性鉱物選別→秤量→リゴラックによる封入→標本

　分離した重鉱物量から分析試料（細一極細粒砂）中にお

ける重鉱物量比を算出した．また，重鉱物種のうち，磁

性鉱物については重液分離後に磁選し，重鉱物全体に対

する比率を算出した．

得られた重鉱物は偏光顕微鏡下で鉱物種を同定し，透

明鉱物200－300個につき各鉱物種の百分率を求めた．そ

の結果を第1表に示す．

3。重鉱物
　3。1璽鉱物種

　同定された透明重鉱物の種類は，紫蘇輝石・普通輝石

・普通角閃石・青緑色角閃石・酸化角閃石・藍閃石・か

んらん石・ジルコン・電気石・ざくろ石・緑れん石・ゆ

うれん石・チタナイト・ルチル・クロム鉄鉱及び黒雲母

である．

　紫蘇輝石：大型のものは角のとれた長柱状が多く，完

全な自形は殆んどみられない（図版1－1，豆一4，皿一2）．

鏡下における最大のものは0．59×0。18mmであった．

小型のものは短柱状（図版1－3）もしくは破片（図版1－

6，皿一5）である．しばしば不透明の包有物を有し，鋸

歯状のものが普通に認められるほか，火山ガラスの付着

しているものが多く見出される．
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Fig．1Map　showing　sampling　stations　in　Ishikari　Bay。
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石狩湾堆積物の重鉱物組成(鈴木泰輔)

普通輝石:長柱状または短柱状,まれに自形に近い結

晶粒もみられるが,大部分は破片である(図版卜2,6).

普通角閃石1暗褐色ないし暗緑褐色.暗褐色のものに

は強い多色性を示すものがある.大型のものは不規則な

症状形(図版ト1,吐3),小型のものはほとんど破片

(図版皿一1).

青緑色角閃石:不規則な柱状形,やや繊維状である

(図版卜3).多色性の強いものは青緑色から淡緑褐色

となる.消光角はごく小さい.佐藤(1971)によるとこの

鉱物は変成岩起源と考完られるので･普通角閃石とは別

個に扱った.

酸化角閃石:不規則な柱状形(図版ト4,6).

藍閃石:不規則でさまざまな形状(図版卜5,皿一6).

かんらん石:ころころした感じの不規則な型カミ多い

(図版I-6).

ジルコン:淡褐色ないし無色が多いが,まれにピンク

を呈するものカミある.形状は縦横比1:4(図版皿一1)及

び約1:2程度のものが普通にみられるほか,まれに円
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型に近いもの(図版r3)がある.柱状形のものには,

自形結晶に近いものが認められ,ときに火山ガラスが付

着しており,火山岩起源を示している.また,矩形のも

のにはときに双晶(図版皿一4)が観察されるほか,磨耗

したジルコンもみられる(図版皿一2).

電気石:褐色ないし黄褐色から黒色の多色性を示し,

ときに扁平のものがみられる(図版皿一5).

ざくろ石:白色カミ多いが,ピンクないし淡褐色のもの

も存在する.角はった不規則形と円磨された小型のもの

とがある(図版皿一6,皿一1).

緑れん石:黄緑色.丸味を帯びた不規則型(図版皿一

㈩�

ゆうれん石:無色.角はった不規則形(図版皿一3).

チタナイト:淡黄色.丸味を帯びた不規則形.円磨さ

れ,小型のものが多い(図版皿一4).

ルチル:濃い赤褐色.短柱状として認められるが,数

がきわめて少ない(図版皿一5).

クロム鉄鉱:濃い赤褐ないし茶褐色.鋭角をもった不
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地質調査所月報(第36巻第7号)

規則形が多い(図版皿一6).

黒雲母:茶褐色.黒雲母の比重は重液の比重(2.95)の

上下にまたがっているが,ここではリゴラック封入標本

で認められたもののみを数えた.

3.2重鉱物盤

分析試料中に占める重鉱物の重量比から,石狩湾の大

陸棚堆積物における重鉱物量について検討した(第2図).

試料は,あらかじめ60メッシュ節分け及び水簸を行って

いるので,選別された鉱物粒子は極細粒一細粒(0･063-

O.25mm)の範囲のものになる(長柱状の粒子はこの範囲

を超えるものが含まれる場合がある)がヨこれらの分析

結果は,堆積物中にどの程度の重鉱物が含まれているか

を知る目安となるであろう.

旺各試料における重鉱物量は,海域部では重量比1.6%

から52%に及ぶ範囲で,試料ごとに大きな差カミ認められ

る.このうち,重量比10%以上が62地点中29カ所数え

られ,石狩湾堆積物は,一般の堆積物に比べ重鉱物量が多

い.別府湾の例(SUzUK･,1975)でみられるように,後背

地に広い火山岩類の分布がある場合,重鉱物が多くなる

ことが認められる.また,石狩湾では,重量比30%以上

を示す重鉱物濃集地点は,いずれも鉱物粒が大きく,粒

形が揃っている.これに対し,重量比10%以下の各地点

における鉱物粒は,比較的小さい.重量比10%以上の区

域は,横田･大嶋(1979)の残存･残留堆積物及び残留｡

混合堆積物の分布域(第3図)とほぼ一致する.一方,10

%未満の区域は,現世河川供給堆積物及び現世再移動堆
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石狩湾堆積物の重鉱物組成(鈴木泰輸)

積物分布域にはいるが,これら現世堆積物には泥分カミ非

常に多く,また,鉱物粒度がおしなべて細粒である.こ

れは,明らかに粗粒物質堆積域には重鉱物が多いとい

う堆積物粒子の大きさと比重との正の相関関係(有田･

1973)の現れであろう.

海域試料のうち,重量比で50%以上の重鉱物を含む地

点及び30-50%のものがそれぞれ4カ所づつ存在する.

一方,沿岸部の砂中においては,重量比50%以上を示す

ものが11地点申5カ所あり､特にN0.8-5-7地点では98

%に達する高濃集を示している.これは,北海道におい

てしばしば漂砂鉱床として知られる,砂鉄の小鉱床を形

成している地点(醤馬ほか,1956;北海道支所探鉱課,

1955;垣見,1958)にほかならない.一般に,海岸付近

では砂が風力,波浪または流水などにより淘汰されて堆

積し,重鉱物が濃集し易い環境にある.先に述べた大陸

棚上の濃集地点は,かつての海水準停滞時には海岸環境

下にあったものかも知れない.

また,重鉱物中に占めるマグネタイトの重量比を検討

した1その結果,重量比40%以上が1カ所,20-29%ま

での地点カミ15カ所存在する(第4図).重量比20%以上の

地点は,水深40m以浅の区域に2カ所に分かれて小分布

するほか,水深80m以深に集中している.前者は,重鉱

物含量比10%未満の区域に存在し,直接,重鉱物量の多

寡と関係なく濃集している.大嶋ほか(1984)の泥分含量

の分布図(第5図)には,現世河川運搬物質が,石狩湾内

に流入してから底層流によって移動あるいは堆積するこ

とカミ示されており,40m以浅における2つのマグネタイ

ト濃集部は,底層流の渦の中心,若しくはその縁辺部に

位置している.したカミって,これらの区域は,後背地か

ら運搬された懸濁物質中から,現在,マグネタイトを多

く沈積させる堆積の場になっていると推定される.80m

以深の濃集部は残存｡残留堆積物分布域内であるが,大

陸棚から大陸斜面への移行部にあたり,かなりの広がり

を持っている.この分布をみるとこれらの堆積物は,恐

らく堆積当初から全体的にマグネタイトを多く含んでい

たものと思われる.
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3.3重鉱物組成

透明重鉱物のうち,もっとも多量にみられるのは,紫

蘇輝石である.これの含有率が,50%を割るのは73試料

のうちわずか5試料のみであり,他のものでは50-70%

含まれている.紫蘇輝石に次いで1O-20%を示す普通輝

石と普通角閃石が多く,また,数%以下であるが,この

地域に普遍的に存在する酸化角閃石も代表的なものであ

る.これらに加え,3%以下の青緑色角閃石｡藍閃石･

かんらん石･ジルコン及びざくろ石,工%以下の電気石

･緑れん石･ゆうれん石･チタナイト･ルチル･クロム

鉄鉱及び黒雲母なども見出される.

このような重鉱物組成は,今回実施した大陸棚上の全

域に共通するが,強いていえぱ,堆積物の粒度差により

若干の違いが認められる.すなわち,細粒になるに従い

鉱物種カミ多くなる傾向がみられる(第6図)､

各重鉱物間の量的関係をみると,紫蘇輝石と普通角閃

石は,逆の相関を示す場合が多い.普通輝石は,これら

と関係なくほぼ一定量(20%前後)を保っている.しか

し,いずれにしても地域内の重鉱物組成上には,残存･

残留堆積物と現世河川供給堆積物を通じて,その間に大

きな差を見付けることはできない､

従来,道央における重鉱物研究は数が少なく,飯島｡

棚井(1958),佐藤(1959)が石狩平野の奈井江試錐コアの

重鉱物について検討しているに過ぎない.それらによれ

ば,同地域の重鉱物組成には,古第三紀の“石狩層群型"

と新第三紀の“滝川層型"(鮮新統深川層群の一部に対

比される地層で認められる)の2つのタイプがある.

“石狩層群型"は,ジルコン･電気石｡ざくろ石などの

堆積岩に普通にみられる安定な重鉱物で特徴づけられる

のに対し,“滝川層型"は,多量の角閃石｡輝石類を含

むのか特徴である.石狩湾大陸棚上の重鉱物組成は,ど

ちらかというと“滝川層型"に近く,滝川層No.1-2の

一402一�
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第6図中央粒径と重鉱物組成の関係

Fig.6Re1ationshipbetweengrainsize(medi乱ndiameter,Mdφ)乱ndheaWminera1compositionin㎜arine

scdimentsinIshikariB乱y.

乏������

(架度m�lO�20�30�40�50�60�70�80�90�

1(69)����｡■.■｡一｡1､■■.'■1'･一･■1一･一･一■一■一1一■1'■■■一■一1'■一1-1■■一1■■一1■■■1一■■■'■一■'■一■■1一'一■■■'1'■■'一'■.一.一1一■一'■.一■一■■.一■1■■'一'一'1'■■■I一■'■■1一■一1-1-1■'一'一'■'11������

滝川層����'■■■1''一1一■'■一1■1一■一■■I■■■■一■■一■■一■111■1■'■'1.■■■■■■一I■I■,■■''■一一一一1■'■1■1.■.'.■■■1■1一■'1一'一一■一一一■1■1一■一■■■■■'1������

2(177)��■■一■1一一■■一■一■一'1-1■■一1■一一■一I】■一''一■■'H.■1'■■■1.一一1■､■･■･一･一`一■■'��������

同上��'''一'一■■■■■■■1■■一■一■'1■1-1一■一■一■■一■一■■1-1■'■...��������

�������■■'■.'■■一■■一1■1���

3(232)�������1■1■1-I-1一■■■一■'一■一'一■'.■1一■一'■一■■1■■'■一一一■一1■一■一■'■一1-1一■■■���

同上�������'一■■'一■一�二一二1二■⊥一二､�1:'1�

4(242)�������1■一■.'■■.■■■■■■一'1一｡一1-1-1■'一1]1-1■'一■1一■'1■1■'■■一1■'1一■■.一1一■一'一1一一■■■.���

同上�������■'■一''一Ll-1-1一■一■･■1■･■'■･一I■.一'一一一'一■一■一一一■一■�皿二��

5(246)��������･×××××ハ×･⊥'⊥1⊥1��

古第三紀層����������

6(254)���������､1�

同上����������

7(261)���������･･^^■x…1上.｣�

同上����������■｡

凡例は第6図と同じ戸｡HさgendseeFig,6

第7図北海道奈井江試錐ゴｰアの重鉱物組成(佐藤,1959)

Fig.7HeaWminer乱1compositionofdri11coreatNaieDistrict,Sorachi-gun,Hokkaido(SAT0.1959).

試料のそれに似ている(第7図).

3.4重鉱物の供給源

紫蘇輝石･普通輝石･普通角閃石及び酸化角閃石をあ

わせると重鉱物全体の90%以上に達するが,これらや時

にみられる針状ジルコン,カンラン石などは明らかに火

山岩源である.一方,少量ながら,ほぼ全域にわたって

散見される磨耗したジルコン･電気石･ざくろ石ど,青

緑色角閃石･藍閃石･緑れん石及びクロム鉄鉱などの源

岩は,酸性火成岩,塩基性火成岩,変成岩及び堆積岩な

どから由来したものと思われる.

重鉱物組成からみると,石狩湾の表層堆積物は主とし

て火山岩から由来したと考えられる.そこで問題は供給

源がどこにあったかという点である.周辺陸域部をみる

と,石狩低地帯の両側には新第三紀から第四紀にかけて

の火山岩類が広く分布している(猪木･垣見,1954;杉

本､1959;垣見,1958;鈴木ほか,1964;謝馬,1968;

秦ほか,1974;石田･曽屋,1980).これらの火山岩類

は主に中性のものであり,多量の紫蘇輝看･普通輝石及

び角閃石類を含んでいる.石狩湾大陸棚は,これらの広

範な火山岩分布地帯から砕屑物が容易に供給される位置

一仙3一�
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にある.また,石狩川上流には十勝火山列の一部を構成

する十勝火山群･大雪火山群及び溶結凝灰岩(佐藤･猪

木,1977)などが広く発達し,これからも多少の供給が

あっただろう.一方,石狩湾の背後には,火山岩類のほ

かいろいろな時代の堆積岩類も分布している.堆積岩中

にも火山物質が含まれ,特に新第三系の場合は,かなり

多くの凝灰質岩を挟有することが知られており,これら

も物質供給源の1っと考えられる.したがって,石狩湾

表層堆積物の重鉱物中に火山岩起源のものが大部分を占

めるのは,容易に肯定されよう.

大嶋ほか(1978a,b)は,石狩湾大陸棚上の一部堆積物

の起源を沿岸部後背地の火山岩類や堆積岩類よりも,む

しろ･石狩川流域の堆積物もしくは沿岸低地帯を埋積す

る第四系堆積物から供給されたことを詳細に報じてい

る.それによれば,古石狩海峡が約3万年前に支笏カル

デラからの降下軽石流によって封鎖され,その後,現石

狩低地帯カミ1つの堆積盆となり,これが石狩川によって

搬出された河川堆積物によって急速に埋積(堆積物の厚

さは100m以上)され沖積平野が形成された.さらに,石

狩平野の地形発達を,1)古石狩低地期,2)石狩潟湖期,

3)紅葉山砂丘形成期及び4)現海水準期とに区分し,石狩

潟湖期に支笏降下軽石流堆積物(主として二次的なもの)

が大陸棚上に大量に供給されだとしている.

支笏降下軽石堆積物は,多量の紫蘇輝石を含み(春日

井ほか,1968.1978),その鉱物組成と大陸棚堆積物中

における火山岩起源の鉱物組成とはよく似ている.この

ことは,大嶋らの主張する推論を否定する材料とはなら

ない.また,支笏降下軽石堆積物中には量的に僅少であ

るが,かんらん石が存在する(勝井,1959;春日井ほか,

1980).同鉱物は,大陸棚上に認められるほか,多くの

地点の海浜砂で観察される.堆積物中のかんらん石は,

塩基性ないし超塩基性岩起源の鉱物であるが,きわめて

不安定なため重鉱物としては,非常に新しい地層(例え

ば関東ロｰム層)以外には,まれにしか存在しないこと

が知られ(佐藤,1971),源岩推定の上で有効な鍵鉱物と

なる.この地域周辺の後背地では,支笏降下軽石堆積物
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以外にも同鉱物が確認されている(猪木･垣見,1954;

杉本,1957;佐藤ほか,1963)ので,大陸棚上に認めら

れるかんらん石カミ支笏降下軽石堆積物からもたらされた

とは断定できないがヨ少なくとも,大陸棚上の堆積物

は,非常に新しいものであることの証拠となろう.

同定した少数重鉱物の一般に言われている起源は,緑

れん石･青緑色角閃石･藍閃石･ざくろ石･ゆうれん石

･電気石･チダナイト･黒雲母などは変成岩,ジルコン

･電気石･チタナイト･黒雲母などは酸性深成岩,クロ

ム鉄鉱･かんらん石･ルチノレなどは塩基性火成岩である

と考えられている(佐藤,1971).

石狩川の支流である空知川流域には,神屠古潭変成岩

類が広く分布し,それには緑れん石･藍閃石･青緑色角

閃石･チタナイトなどか含まれている(柴草,1974;鈴

木ほか,1964).変成岩起源の重鉱物は,この変成岩類

からもたらされたとも考えられる.酸性深成岩は,現在

みられる分布は少なく,石狩川上流の上川盆地北東部と

石狩低地帯の西蔀に小範囲露出している.塩基性ないし

超塩基性岩は,神居古潭変成帯に沿って広く分布するほ

か,新第三紀の火山岩として後背地の数カ所に小分布し

ている.また,既述のように,石狩湾の背後にはいろい

ろな時代の堆積岩が分布し,特に,古第三紀及び新第三

紀の堆積岩には,ジノレコン･ざくろ石･電気石･角閃石

類･輝石類が多く含まれ,藍閃石･緑れん石･ゆうれん

石及びクロム鉄鉱なども認められている(飯島,1959;

飯島･棚井,1958;佐藤,1959.1961).大陸棚上にみ

られるこれらと同種の少数重鉱物は,量的な関係からみ

るとそれぞれの源岩分布域から直接運搬されたとするよ

りも,むしろ,石狩低地帯周辺に分布する第三紀堆積岩

からもたらされたものと推定したほうが妥当かもしれな

い.

藍閃石･青緑色角閃石･酸化角閃石･チタナイト及び

ゆうれん石の分布状態についてみると(第8,9,10図),

これらはいずれも横田･大嶋(1979)の現世河川供給堆積

物及び現世移動堆積物の分布範囲にやや多い傾向が認め

られる.これらの傾向を示す鉱物粒はいずれも粒径の小
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第10図酸化角閃石の分布
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さいものが多く,現石狩湾の汀線形成後(約2000年間),

石狩川の浮遊土砂として搬出されたものであろう.した

がって,浮遊土砂の沈積しない残存･残留堆積物分布域

の水理条件は,これらの細粒鉱物を拡散さぜてしまうも

のと推定さ昔る.

今回得られた重鉱物分析結果からみると,重鉱物組成

の点では,大嶋ほか(197βa,b)の古石狩低地期,石狩

潟湖期及び現海水準期などの間に,明らかな相違点は認

められない.すなわち,海水準変動による海岸線の移動

にもかかわらず,石狩湾への堆積物の供給源には,変化

のなかったことを示している.既述のように,大陸棚の

堆積物と石狩低地帯周辺における新第三紀の一部堆積岩

とは,重鉱物組成が近似している事実があり,時代差が

鮮明でない.しかし,このような堆積物供給源の変化が

認められない海底堆積物中での重金属含有量変化は,環

境汚染を評価する上で,むしろ､有効な指標となるであ

ろう.

4.まとめ

石狩湾表層堆積物の重鉱物分析の結果,次のことが判

明した.

1)石狩湾の表層堆積物中には,紫蘇輝石が大量に含

まれ･次いで普通輝石,普通角閃石及び酸化角閃石が多

い.その他,青緑色角閃石,藍閃石,かんらん石,ジル

コン,電気:石臼ざくろ石,緑れん石,ゆうれん石,チタナ

イト,ルチル及びクロム鉄鉱などが含まれる.石狩海浜

砂の重鉱物種は,海底堆積物のそれとほぼ同じである.

2)重鉱物組成からみると,堆積物は主として中性な

いし塩基性火山岩からもたらされたと推定される.その

ような火山岩としては,石狩湾背後に広く分布する火山

岩類が考えられる.

3)火山岩源重鉱物のほか,少量であるカミ変成岩･酸

性深成岩及び塩基性火成岩を起源とする重鉱物が存在す

る.これらは恐らく,石狩川の申･上流に分布する基盤

岩類から由来し,いろいろな時代の堆積岩中に含まれた
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石狩湾堆積物の重鉱物組成(鈴木泰輔)

ものカミ再び大陸棚にもたらされたものと考えられる.

4)石狩湾の現世及び残存堆積物の重鉱物組成には,

ほとんど差が認められなかった.したがって,石狩湾堆

積物の主要供給源は,最終氷期以降の海水準変動にもか

かわらず,ほとんど変化がなかったと考えられる.
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図版I

石狩湾堆積物申の重鉱物
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図版皿

石狩湾堆積物申の重鉱物
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図版㎜

石狩湾堆積物申の重鉱物
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